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Business―to―Business広告
の現状と将来,当面の重要問題点
小林監修「第7次産業広告主広告活動調査 (平成7年6月・ 7月調査)」 に基づく
The Present and Future Situations on Business―o―Busi ess
Advertising and Sales PromOtion, and the Contemporary
Business Communications to Be Considered in 1996.
小 林 太二郎
TasaburO Kobayashi
This research supervised by Tasaburo Kobayashi, has been conducted to
understand the present and future B―to―B dvertising communication which is an
integrated element of the mOdern marketing communications under the auspices
Of The lndustrial Advertising Association of」apa ,Tokyo.
The irnportant issues of the present and future in the field of business
communications, The matters of importance in the light of advertising
effectiveness,Industrial showroom,Events and videos,The Relationship between
B―to―B advertising and P.L.,Accountability and ad.budgeting,Business rnedia
and selecting criteria,Advertising agency's considerations worthy to be regarded
and the others are here included.
産業広告主は平成7年現在どのような広告 。広告関連活動を展開しているのか、また今
後しようとしているのか。社団法人日本産業広告協会調査研究委員会は、1995年6月28日
～ 7月24日の期間に第 7次産業広告主の産業広告活動の実態調査を行った。調査対象は,
1994年1月から95年5月までの期間に亘り主要工業紙に産業広告を掲載した広告主及び日
本産業広告協会広告主会員ならびに前回回答会社から2,046社を抽出し標本とした。質問
票回収状況は有効回答数 382社、回収率18.7%、加えて業種別回収状況は鉄鋼・非鉄
。
金属33社、機械・器具86社、電気機器73社、輸送用機器8社、精密機器28社、化学・石油
・窯業24社、商社・卸売 。小売業 (消費財を除く)27社、ソフ トウエア20社、サービス
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業28社、その他53社、不明2社、計382社である。
◇
回答標本の属性を要約すると下記の通り。
回答標本分類
伸 位 :ネD
業  種  別
???
?? ???? ?? ???? ??? 商 業
?
?
?
?
?
?
?．? そ蠅 不 明 計
33 8 28 27 20 28 2 382
資 本 金 別
5,00囲
締
50007円
～ 1鯛
締
???
???
??????? ?? ??不 明 計
66 84 46
"
46 17 14 382
年 間 総 売 上 別
1備「 ]
柿
????
???? ?? 」????， 』??5,0∞億円姓 不 明 計
0
“
97 % 22 24 382
年 間 広 告 費 月1
50明円
締
?????5,000万円～ 1を調
精
1億円～
lompl
締
??????不 明 計
23 2 32 97 29 4 8 382
…
告デ理壁1セ´辛場J
徹 畿
一―一――X100%
-
0.1%未満 0.1%～
0.3%未満
0.3%～
Q5%未満
0.5%～
0.7%未満
0.7%～
10%未満
10%～
30960
30%～
,096n
50%～
姓
不 明 計
25 58 33 17 29 382
宣倒置肇響岬 J
1人 2～3人 4～5人 6～10人 ll-20A21班 不   明 計
57 8
382
???
?
?
，?
，??
???
???
??
?
，
従 業 員 数 別
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現在と将来のマーケティング重要項目
〔質問 1〕 貴社は、現在、次のどの項目にマーケティング活動の重点を置いていますか。重点を置
いているものをいくつでもあげてください。 〔MA〕
1.製品の品質 。性能
3.製品の価格政策
2.新製品の開発 (顧客要求の改良品も含む)
4.広告宣伝活動
5.流通対策 (代理店・販売店)   6.顧客への技術サービス
7.顧客への製品 。ソフトサービス  8.セールスマンの養成 。
9.市場調査
く表 i〉
10.その他 (
業  種  別
留だ鋼 ・
線 ・
鋸
雛
朧 ・
様
8u■
????
????
????
化 月 ド・
Z昴柚 ・
鰈
狙
僣嘱障 ・
i「売 ・
/1馨
雄
ソフト
ウエア
201■
?．????
そ鋤
鍬
不 明
21■
計
38a■
帥 湿 響等・ 性 指七 5L68)2&16710&17710α10 g10414αL 2 ヨ10 72.8
新製品の開発 α)6 巴 7 lC0 0■10 g13駁16 優10 216駁15 lα1 0 741
製品の価格政策 415詭 0 救16 Ⅸ10 肛 1 296(10210a13 ま19
広告宣伝活動 &)3ZL 9210210 125148願10 210214ヨ)0 212
流 通 対 策 ZL 3各9 2103た5 216a124)7α10 1■9 2)8 215
顧客へ の技術
サービス
&ヽ4 31.4 3153132)2 ヨ)0 1■9 a13Ⅸ10 35.3
顧客への製品・
ソフトサービス
242a9 ml Ⅸ〉0 3)3125よ13 駅10 晨ヽ 4 をヽ 4 ま10
セールスマンの
勧 ・ 宅雪理菫
2L2Z≧1 2)5210 1■9 2)82)6ま10 21.4B9 Z≧3
市 場 調 査 121 210&17 &3 2)021.42453102.0
そ の 他 41 50 71
不 明 143
広告主が回答する現在のマーケティング活動の重点は1位 新製品の開発74.1%、2位
製品の品質 。性能72.8%、3位 製品の価格政策36.9%、4位 顧客への技術サービス
35.3%、5位 顧客への製品ソフトサービス31.4%、これに流通対策28.5%、広告宣伝活
動26.2%、セールスマンの養成 。管理22.3%、市場調査22.0%などが続く。これら諸項目
の順位は全体のもので、業種別ではない。業種別の活動の重点差を下掲比較表から読まれ
たい。
企業全体の現在の重点は将来と比較するとどうなるだろうか。「将来は次のどの活動に
重点を置くべきとお考えですか。いくつでもあげてください」の間に表2の回答を得た。
管理
)
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剛Jご
7蹴≒ぎソぴギマ巽電i電点禍べきだとお考えですか。
く表2〉
1.製品の品質・性能
3.製品の価格政策
5.流通対策 (代理店・販売店)
7.顧客への製品・ソフトサービス
9.市場調査
2.新製品の開発 (顧客要求の改良品も含む)
4.広告宣伝活動
6.顧客への技術サービス
8.セールスマンの養成 。管理
)10。 その他 (
0位%)
将来のマーケテイング活動の重点 (現在→将来視点)
将来のマーケテイング活動重点 現在のマーケテイング活動重点
新製品の開発       74.1%
製品の品質・性能     72.8%
3位 製品の価格政策 36.9%
4位 顧客への技術サービス   35.3%
5位 顧客への製品 。ソフト   31.4%
サービス
6位 流通対策         23.5%
7位 広告宣伝活動       26.2%
8位 セールスマンの養成 。管理 22.3%
9位 市場調査         22.0%
01位 新製品の開発
02位 製品の品質・性能
03位 顧客への製品・ソフト
サービス
04位 顧客への技術サービス
05位 市場調査
06位 広告宣伝活動
07位 製品の価格政策
08位 セールスマンの養成 。管理
09位 流通対策
71.5%-1位
54.2%-2位
44.8%
38.0%
35.69イ
32.7'`
32.2,`
30.4%
28.59る
将来のマーケテイング活動面となると、新製品の開発、製品の品質・性能は最重点項目
として指摘されている。顧客への製品・ソフトサービスヘの重点視は目立って高く
なって
いるし、顧客への技術サービスも依然として注目されていることがわかる。
マーケテイン
グでより重視され具体化がより要請されているものがマーケテイングのアカウ
ンタビリティ
業 種  別
????
摯力滅 ・
猥
80■
????
????
????
????
????
ソフト
ウエア
20t
?．????
そ囃
雌
不 明
雄
????
鍋 り 讀・鮨 ヒ 晏L5 議 1
“
1 願10 ,16夕L2 417妥10 4294■2 ヨ10 ,L2
新製品の開発 α17 7)7&λ8 gL 571691.73)3ヨ)0 摂)3 6L9lα1 0
製品の価格政策 ま14 3)5218210&17劇L7 1&5儀 0 143a13駁λ0 22
広告宣伝活動 217310駁10 盟 1 3L5 ■4 310ま,7 1∝10 &≧7
流 通 対 策 2)9盪 1 710a162)8417α10 2102L5 ,15
顧客へ の技術
サービス
313&144■9 12552.9210411蜃10 2103)2 駁10
顧客への製品 。
ソフトサービス
415″L2 4163L5駅λ0 218&13α10 α)7 ″L8
セールスマンの
皇 む 或 ・ 1彗1里
よヽ 3 3L9 3152ヽ6 2103弘3 410210218 Ⅸ14
市 場 調 査 1&24174253L53)32102194102103L7駅10 駁16
そ  の  他 30 50 36
不 明 L4 lQ 7
-4-
Business―to―Business広告の現状と将来、当面の重要問題
(accountability)である。これは会計責任とが投入経費に対する説明義務を意味するが、
これに密接に結びつく要因の一つが市場調査でもある。マーケティング経費、広告費、販
促費、人的販売費、PR費などの説明・報告義務がマーケティング・コミュニケーション担
当者に求められているが、この義務遂行に必要となるのが、リサーチ及び分析である。市場
調査は、短期 。長期予測、新製品需要調査、新製品テスト、テスト・マーケティング、パッ
ケージやプランディングの調査、競合商品調査、市場潜在力測定、流通経路調査、流通コ
スト調査、購買動機調査、その他の諸調査・分析などに要請されることになるので、これ
からはマーケターにますますその効果的利用が求められるようになるのは必至。市場調査
の現在の重点9位が将来の重点で5位と指摘されているのは見逃せないところ。広告宣伝
活動が6位の32.7%、セールスマンの養成・管理が同位であるが30.4%という面にも注目。
これらの調査諸項目は効果 。効率的マーケティングを展開する上での主要要因であり、
統合マーケティング、 IMC(統合型マーケティング・コミュニケーション)を計画・実
施する際のシナジー要素である。たとえば広告宣伝活動は他の全要因との関連、統合の点
より計画・実施・ コン′トロァルされなければならないので、広告コミュニケーターの責任
・能力・知識の量 。質はますます増大・高質なものとなる。
〈図 1〉統合的相互関連のマーケティング重占
(注)
マーケテイングの主要要因はこ
の図以外にもいろいろ指摘でき
るが、上掲のものは第7次調査
の質問 3、 4の提示項目から作
図したにすぎない。
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広告宣伝の成果として重視するもの
広告宣伝の機能・効果にはいろいろなものが考えられるが、この調査では8項目を提示
し○印を付けてもらった。
副0広告憲億種詔?嗜季t8葛長待頂長篠野脚 珊農員お雅 識 、。
自社の技術や製品・ソフトサービスの情報・内容を伝え、引き合い
。売上の増加を期待する
自社の知名度・企業イメージの工場を期待する
自社のプランド・製品イメージの工場を期待する
人材募集の効果に期待する
社内従業員の志気 (モラール)の向上を期待する
代理店・販売店などの販売意欲・協力意識の向上を期待する
株主・機関投資家との良好な関係をつくることを期待する
コーポレート・ コミュニケーションによつて自社の企業理念の浸透を期待する (項目2、
3、
のレベルに属さない)
く表3〉
重要なもの 〔MA〕
業  種  別
????
????
????
????
????
????
????
ソフト
ウエア
狙
?．????
????
?
不 明
21■
????
引き合い。売上の
枷
gL 9シL2 αヽ 2 gL 5Ⅸヽ 4 &13&19lα)0 71.4&10lα1 0 ぶ】5
社 名 ・ 企 業
イメー ジの向上
■17 α)5 ■ 1 315 駁13 741■10 Ⅸ10 α)8 5)0α13
プランド・製品
イメージの向上
5L6744740710786巴 3 詭_6 lα1 0 419フL7 iC0 0G18
人材募集に効果 al 128 210107212148 50
36 1■0 139
納 ¨ 饉 &)3 ムヽ 7 3L0鋼L5 210216
2)0210ま18 216???? Ⅸヽ 4 4)7駁14 α15 段17 212ま13 ".0 Z≧6 駅10 313
91 93 247 &6 125148 ■ 1 189
128
自相fИ湯椰里念の
議
121 &1 21312517.912.5&123)0210151
la 8
明不
42 &7 143 L6
-6-
項
1
2
3
4
5
6
7
8
%)
???〓?????
??」
Business―to一Business広告の現状と将来、当面の重要問題
引き合い・売上の増加が 1位で89.5%、これに次ぐ2大項目が、社名・企業イメージの
向上68.3%、プランド・製品イメージの向上68.8%。販売店・販売店の意識の向上35.3%、
社内の志気の向上29.6%がその下位にくる。これらに続くものは、自社の企業理念の浸透
16.8%、人材募集に効果13.9%、株主・機関投資家との良好な関係12.8%などである。回
答社はビジネス広告関係の企業であるので、この点を踏まえて表3を読まれたい。なお業
種別から眺めると、業種間の差が目につくことを記しておく。
これからの産業広告はどうなるか ?
これからの産業広告をどうみているのだろうか。積極的に広告をしようとするのか、そ
れとも現状維持なのか、または営業に力を投入し広告はさしひかえようとするのか。この
面の回答は、積極的に広告をする40.1%、現状維持の広告活動46.1%、直接営業活動に力
を入れる7.6%である。調査時の経済、産業、政治、マーケティング事情を踏まえてこの
結果を眺めたいが、業種事情をも十分読み込みたいところ。
〔質問41〕現在、貴社では産業広告活動についてどのようにお考えですか。 〔MA〕
1.積極的に広告をして、市場開拓すべき
2.現状維持の広告活動でいきたい
3.直接営業活動に力を入れ、広告活動はさしひかえた方がよい
4.その他 (                     )
く表4〉 鮮位
"
このような回答をした産業広告主は果してB―to―B広告の将来をどのように考えている
のかの質問をしてみた。
業  種  別
????
????
????
????
????
????
????
ソフト
ウエア
20なt
?????
?
?
????
?
不 明
21■
????
積極的に広告をする 2423494■9 3L5摂13 418219駁10 414414Ⅸ10
…
広告活動 a17415 G15419Ⅸ〉0 513《10 210優λ6 lα)0 41
直接営業活動に力を
入れる
al lQ 5 41 a3 37 36 ■ 5 ■6
そ  の  他 a5 ユ5 a6 42 37 60 29
不 明 ユ8 41 ■4 210 94 ,8
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〔質問42〕ところで、あなたは産業広告の将来について、
1.ますます活発化する
2.現状維持で推移する
3.それほど伸びない
4.その他 (
く表5〉
どのようにお考えですか。 〔SA〕
ますます活発化するは全体で31.9%、電気機器37.0%、輸送用機器37.5%、ソフトウエア
50.0%である。これに対し、現状維持で推移するは41.4%(全体)で、精密機器64.3%、機
械器具46.5%も日につく。それほど伸びないは17.5%で、回答のレンジが25.0%～10.0%。
このような時点における広告主側の産業広告の内容の進展観であるが、どのあたりがポ
イントになるのだろうか。製品広告が主体なのか、企業イメージの創成が主体なのか、そ
れとも製品広告・企業広告・パプリシティ等による総合的なコミュニケーション活動が主
体となるのか、について回答を求めた。
〔質問43〕あなたは、産業広告がこれから内容的にどのように進展するとお考えですか。 〔SA〕
1.販売活動を助けるための製品広告が主体となる
2.企業のイメージアップをはかる企業広告等が主体となる
3.製品広告、企業広告、パプリシティ等による総合的なコミュニケーション活動が主体
となる
く表6' 4。その他( 鮮位
"
"
業  種  別
????
????
????
????
????
????
????
ソフト
ウエア
20L
?．????
????
? ?
?
?
?
? ????
ますます規りyしする a13あ_6 鉱 0 3L5107210216510認 1 lα)0
蒻ル辱倒時て囃饉妨ナる 314嶋_5 3L5aL 3 空L5 410216&12
それほど伸びない 21.22)9123210 210 100 151 1■5
そ  の  他 91 41 42 57 37
不 明 a8 55 36 42 a7 1■9 ■5 55
業  種  別
????
夕発ケ費・
猥
雛
?
?
?
?
?
?
?
?
????
????
????
????
ソフト
ウエア
20■
?????
?
? その他
離
不 明
21■
????
製品広告が主体 1323)21■8 2,0 1■9 3L5Z12210 1■9 208駅)0 213
企業広告等が主体 162 ■7 96 143 ■2 lQ 0 36 11.3Ⅸ)0 89
細 なコミュニケ
ーション活動が主体
α〉6 3_8
“
1 7106L8弘 1 ,13α10 57.0α)4 α)5
そ  の  他 30 36 Q8
明不 30 55 42 50 75 65
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総合的なコミュニケーション活動を主体とする企業は60.5%で第 1位であるが、一方主
体を製品広告にするが23.3%%で全体の約 1/4、企業広告を主体とするが8.9%である。
この回答で3区分の方向に絞りこむことはむずかしい。全体的、総合的な扱い方をしたい
と考える企業が約60%、強いていえば製品広告に傾注したいが回答者の25%程度、これか
らは企業広告の方に力を入れるようにするが9%程度と読んでよいだろう。
産業広告の展示会・ ショールーム、イベ ン ト、 ビデオについて
企業は展示会に力を入れている。博覧会や外部の展示会 (公募展、専業展など)への参
加率は、全体で81.6%である。
〔質問6〕 貴社では94年度、博覧会や外部の展示会 (公募展、専業展など)に参加出展しましたか。
〔SA〕
i二::[IlttiこI[にしましたか。〔S月
1.1～2回 32.1%(312=100とする)3.6～10回 16.7
く表7〉
2.参加出展しなかった(16'1%)
3～5回 32.3
H回以上 (16.0回)
参加出展した企業の業種では、機械・器具82.6%、電気機器97.3%、輸送用機器87.5%、
精密機器92.9%、ソフトウエア90.0%が目につく。
では自社独自の展示会 (ペライベート展など)はどうだろうか。開催した28.0%、しな
かった70.2%で、プライベート展となると公募展と比較すると%はかなり下回る。業種別
の動向については表8を参照のこと。
%)
業  種  別
????
翻 ・
猥
8a■
????
????
????
????
????
ソフト
ウエア
201■
?．????
????
? ?
?
?
?
? ????
参 加 出 展 した 617&λ6 ユ_3 gL 5929719¬L8 α)0 428&10lα1 0 81.6
参加出展しなかった 3)3 1■4 27 125 218Zた2 100419 168
明不 33 143
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〔質問 7〕 貴社では94年度、自社独自の展示会
1.開催した
94年度1年間に何回出展しましたか。 (
〈表8〉
(ペライベート展など)を開催しましたか。 〔SA〕
2.開催しなかった
回)く省略〉
蝉位 %)
業  種  別
????
翻 ・
様
861■
電 気
機 器
73■
??
81■
精 密
機 器
28tL
舗:
鰈
雄
確
『
隆 ・
続 ・
/1畔
雄
ソフト
ウエア
雄
?．????
?
?
?
?
不 明
21L
?
??
開 催 し た 21.221 駁14 210認 1 a)2&13400 36 a13lα)0 210
開催 しなか った ■18 ■_9 7106L9α16 G〕7 α)0 735α18 7Q2
不 明 42 1■9
次にショールーム問題を扱ってみよう。ショー ルームの設置目的は、1位 商品 0技術情
報の発進基地43.2%、2位 新しい顧客の獲得31.2%、3位 販売店、販売関係者への支援
27.0%、4位 既存顧客への質の高いサービス25.4%、5位 企業理念を具体的に表現する
20.2%、6位 重要なエリアの営業強化11.8%、7位 良い会社との評価を得る8.9%で
ある。業種により設置目的が異る。たとえば電気機器と輸送用機器の場合を比較されたい。
願問8〕
言せ離 t、そら硝 δttT撃島憎 言霜 詔 詈 ξ言三ぢお 謡 ぎxttζ
く表9〉
けてください。 〔MA〕
::金輩憲言書量情塞柱帝習広皐橘を得るための拠点づくり
::既霧事な天秀聾ヌ喜39茎誉ス提供
5.重要なエリアの営業強化
♀:誓量繕覇行寝舞櫓報などの情報受発進基地
8。 その他 (       )
"
-1
業  種  別軋撃
°
861■
電 気
機 器
雛
?
?凛軍
28tL悽鼈
ソフト
ウエア
201■
?．??
?
その他
鍬
不 明
雄
???
会義響2を具体的にη.3 Z192473L5210 &3
150 ■ 1 2)8駅)0 212
継 計 とα蝙平 al ユ8 1■8 2101■9 ■2 37
■5 510 a9
灯 Ⅸ)3 駁14 2L7310
2102)8a162101431113)0ZL 0
尚 高 Z13&≧9 12t5
ぶ)3 &3 Z12優10 2L5駅10 214
霧羅Fエリアの営業 30 140137210 36 E7
148150 駁10
新しい顧客の獲得 2L23)5よ16 61521016733.3∞.0 245510
奥こ由『
術情報の424 晨ヽ 6 3L5晨ヽ 4 駅10 4Q7儀 0 41 Ы10 【12
そ  の  他 30 &5 41 42 148 36 ■5 47
不 明 ZL 2al 260210認 1 ".2
31340 643ま)2
0-
鮮 位
?
?
?
?
?
?
?
?，
?
?
」，?
Business―to―Business広告の現状と将来、当面の重要問題点
文化・ スポーツイベ ン トヘの協賛度はどうだろうか。協賛 した28.8%、しない67.8%、
不明 3.4%。文化イベ ン ト、スポーツイベ ント別の回答はここでは割愛する。
〔質問10〕貴社では、94年度、文化・スポーツイベントに協賛しましたか。 〔SA〕
1.協賛した (  回)28.8%      2.協賛しなかった  67.8%
した場合、次の該当するものに○印をつけてください 〔MA〕 (後掲の数表を参照)
文化イベント
1.博覧会          2.音楽
3.美術           4.講演会・セミナー
5.映画・演劇        6.その他 (   )
スポーツイベント
1.ゴルフ          2.カーレース
3.マラソン         4.体操競技
5.テニス          6.スキー
7.アメリカン・フットボール 8.野球
9.サッカー         10。その他 (   )
く表10〉                                鮮位 %)
B―to―B広告主は次第にビデオの制作とその活用化に力を入れるようになった。ビデ
オを制作している44.0%、していない52.1%である。輸送用機器の制作率は87.5%で、有
力なプロモーション・ トゥールとしていることがわかる。          ・
〔質問11〕貴社では、94年度にビデオを制作していますか。 〔SA〕
1.制作している    44.0%    2.制作していない (質問17へ)52.1%
ビデオ制作費は年間約  万円  「金額対比は  %位)後掲該当数表を参照それはカタログ等印刷費を 100として
く表:!〉 蝉位 %)
業  種  別
????
雛 ・
韻
861■
????
????
精 密
機 器
281■
????
????
ソフト
ウエア
雄
?????
?
?
????
?
不 明
牡
????
協 賛 し た 313 1■4 319駅10 2162)81&5 認 1 518識 0 a18
協賛 しなか った α17 α10 ヨ10 7)281.595.0316 駅10 67.8
不 明 30 41 50 143 37 34
業  種  別
????
????
????
????
????
????
????
ソフト
ウエア
猟
?????
?
?
????
? ?
?
?
?
? ????
制 作 して い る Ⅸ14 摂)5 4■9 gL 5α)7 ヨ10 ″L4 3)021047.1駅)0 ″L0
制作していなし 60.658 249412539.3駁〉0 65.057.14■2 50021
不 明 30 23 27 37 50 1■9 57 39
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ところでどんなビデォが制作されているのであろうか。 3大種類は商品紹介54.8%、新
製品紹介54.8%、会社案内31.5%である。業種によっては、技術解説にこれをよく利用し
ているところもある。
〔質問13〕94年度に、どんな種類のビデオを制作しましたか。 〔MA〕
1.会社案内      2.入社案内 (リクルート用)3.工場案内      4.商品紹介5.新製品紹介     6.取扱説明
く表12〉 7.技術解説      8。その他 (    )             鮮嘘
"
業  種  別
????
????
????
????
精 密
機 器
281■
????"属
隆
。
i[売三・
/1澤
雄
ソフト
ウエア
狙
サービ
ス業
281■
????
?
不 明
牡
????
会 社 案 内 215 143214210la 7 143&1010α0 31.5
入 社 案 内 59 57 167 143210 ■ 1
工 場 案 内 &3 Z19286 ユ9 la 7 2)0 la 7
商 品 紹 介 駁13 7Q6&L371.4eL 741.7&13αヽ 7 αλ 0 レL8
新 製 品 紹 介 駁13 蜃19 夕L3 4■1 Ⅸ10 談13 lα1 0 5L l4Q0lα1 0 548
取 扱 説 明 143 ■9 la 7la 7la 7 80 lQ l
技 術 解 説 83 a8 143a16 59 &3 Ⅸ10 216310 161
そ  の  他 &13 59 29 143 ユ9 &13143la o a5
B―to―B広告 とP.L.
最近ますます関心を高めているマーケティング、広告問題はB―to―BのPL(製造物
責任)である。今回の調査からPo L.問題を盛り込んだ。
〔質問15〕PL対策委員会等の社内組織ができていますか。 〔SA〕
1.できている     2.できていない
く表13〉                                鮮位"
業  種  別
????
????
????
????
????
????
????
????
?
? サービ
ス業
281■
その他
理
不 明
牡
????
で き て い る α)6 717&)8gL 5 8L5al o 1■9 α10 510α17
で きて い な い 31421 1■8 125210125340lα)0 αヽ 7 &L0
不 明 a6 21.4 26
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〔質問18〕広告・宣伝活動、マーケティング活動でPL法を念頭に置いた展開をされていますか。
〔SA〕
1.すでに展開している  2.これから対応する  3.まだ具体化していない
〈表14〉 鮮 位
"
調査時PL対策委員会等の社内組織設置の有無は、あり65。7%、なし31.7%、不明 2.6
%である。業種別の差は目立つが、設置率は次第になおも増加するである。
PL法を踏まえた広告・宣伝、マーケティング活動の展開状況は、すでに展開34.8%、
これから対応34.0%、まだ具体化していない26.7%である。すでに展開が目立つ業種は、
電気機器53.4%、輸送用機器62.5%、精密機器42.9%等。なおこの展開の質面はこれから
ますます高質化しよう。
ところで警告表示の対応状況は、具体的に対応している49.2%、対応を協議・策定中26.7
%、 まだ対応に至ってない12.0%である。具体的対応中の%の高い業種は、機械器具70.8
%、電気機器58。9%、輸送用機器75.0%、精密機器60.7%、化学・石油・窯業70:8%など
である。
広告・販促の分野で関心の高いのはカタログやマスコミ広告での表現問題である。この
時点で具体的に対応中28.0%、対応を協議・策定中35.8%、また対応するに至っていない
22.3%、必要なし7.9%は、マーケターやマーケティング・ コミュニケーターにとり見逃
せない諸点である。
わが国でPL訴訟が増加するか、という面では、増加するがそれほど多くならない63.3
%、増加する26.7%、増加しない5.0%である。このような回答が実際面にどう結びつく
かを見守りたい。
業 種
????
????
????
????
????
????
????
ソフト
ウエア
201■
?．????
????
? ?
?
?
?
? ????
すでに展開している &13310贋14 α≧5 429a13219 50 ■ 1 321 3L8
これから対応する 仏 5 駁14 &14210&乙1 222210216264Ⅸ10 3L0
まだ具体化していない 2122L4 68 125210218445α10 216 217
不 明 42 74 ユ0 ま17 ヨ10 45
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〔質問19〕警告表示 (警告ラベル、取扱説明書等)の対応状況は?〔SA〕
1.具体的に対応している     2.対応を協議、策定中
〈表15〉  3.ま
だ対応するに至っていない  4.必要なし
             鮮嘘
"
〔質問20〕カタログやマスコミ広告の表現などの対応状況は?〔SA〕
1.具体的に対応している     2.対応を協議、策定中
く表16〉  3.まだ対応するに至っていない  4.必要なし             鮮嘘
"
業  種  別
????
????
電 気
機 器
74■
醐
機 器
81■
精 密
機 器
28t
????
口属隆 ・
士[売・
71鰈
雄
ソフト
ウエア
204
?．???．?
????
不 明
雄
????
具伸的に対応している ZL 3S、8 58.9710α17 7Q8記 1 2)0lQ 7340 4)2
対応を協議、策定中 摂14 213 距 0 匹 0 218Z12150210213ま)0 217
まだ対応するに至って
いない
121 47 &2 lQ 7 a16200 1■9 Z≧6 120
必 要 な し la 2 36 42 37 310107la 2 ■ 1
不 明 30 42 ■4 100&17 識 0 ユ0
業 種
????
????
電 気
機 器
7a■
御
機 器
囃
????
????
確届隆 ・
r,売・
/1澤
狙
ソフト
ウエア
20t
?．????
?
?
?
? ?
?
?
? ?
?
?
具体的に対応している &17ユ 0 3L52162)2la 51■0 lQ 7213 al o
対応を協議、策定中 よヽ 4 &14こ 1 25 0認 2 624a1315021.42ヽ4 510よ18
まだ対応するに至って
いない
ZL 321 1313L5認 1 42 記 1 210 1■9 245 Z≧3
必 要 な し 121 &5 ■ 1 37 3101431■0 ■9
不 明 30 23 42 ■4 150317 38 510 60
〔質問22〕今後、日本でPL訴訟が増加するでしょうか。 〔SA〕
1.増加する           2.増加するがそれほど多くならない
く表17〉 3.増加しな
い
                      碑嘘
"
業  種  別
????
????
????
御
機 器
81■
精 密
機 器
2811
????
離 ・
整院・
/1澤
猾
????
?
?
?．????
その他
雌
?
?
?
? ????
増 加 す る ンL2 Zl l21.93L5216167 Z≧2 Ⅸ10 410 217
増加する力それほど
多くならない
αヽ 7 ■12 α16 615夕L2 ■ 1 α10 ユ10 蜃16 ヨ10 αL 3
増 加 し な い 30 ■7 a8 36 100 36 38 50
明不 61 27 36 42 &7 100 57 ま10 50
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広告予算算出に目立つのはタスク法、前年度広告費百分率法、任意増減法の
3法
これは複数回答に基づくものである。広告目標達成に必要な広告費を算出するというタ
スク法の全体平均が36.0%。広告管理意識 。手法が高まるようになれば広告目標基準法が
高率になるのは必至。前年度の広告宣伝費百分率法も3大手法の一つ。もちろん他の方法
と併用してこれを利用する企業が多い。広告費はその時々の状態に応じ任意増減という考
え方も併用方法の一法として目につくところ。
広告予算はビル ドアップ法 (例:タスク法など)とブレークダウン法 (百分率法など)
に2分されるが、これからの広告は消費者広告、産業広告、流通広告を問わず、ビルドアッ
プの方向をますます強めるようになるのは必至。タスク法を可能にするだけの人材、 トッ
プの理解、データの累積 。分析・責任 。制限が伴う適正な組織、
まず、広告予算制の採用程度は、採用している78.6%、していない18.8%で、広告依存
度の低い企業・業種では採用率が低くなりがちである。採用していない%は、鉄鋼・非鉄
・金属27.3%、化学・石油・窯業29.2%、サービス業35.7%が目につく。
〔質問25〕貴社は広告予算制を採用していますか。 〔SA〕
1.採用している  2.採用していない (質問27へ)
〈表18〉
94年度の国内における広告宣伝費を、印刷費、掲載費、電波費、屋外広告費、展示会費、
イベント費、制作費、その他別から作表すると表19となる。
"
業  種  別
????
????
????
????
????
????
????
ソフト
ウエア
2011
?．????
????
? ?
?
?
?
? ????
採 用 して い る 727π乙9 87.7gL 5ぶ13 7Q8741Ⅸ10 Ⅸ10 駅10 786
採用 していなし ZL 321 96 125lQ 7212Z≧2 100■17 151 la 8
不 明 27 37 143 ま)0 26
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〔質問26〕
長3景夕
方法は次のうちどれでしょうか。併用方式ならば、複数でお答えください。
1.一定期間の広告目標を設定し、それに必要な広告宣伝費を目標に応じて
積み重ねていく
2.前年度の売上高に一定比率をかけて算出3.本年度の見込売上高に一定比率をかけて算出4.前年度の利益に一定比率をかけて算出5.本年度の見込利益に一定比率をかけて算出6.前年度の広告宣伝費実績に一定比率をかけて算出7.競争会社の広告宣伝費支出状態を考えに入れて算出
8.その時々の状態に応じて広告宣伝費を任意に増減9.会社にとって支出可能な限り広告宣伝費を出す
10.その他 (               )
〈表19〉
マーケティング・コミュニケーション管理費、調査費がその企業に伴っていなければな
らない。
"
業 種
3た鋼 ・
メH鉄・
銘
蹴
多出 市 費・
様
80■
????
????
????
イヒ肖|・
訥
。
241■
????
ソフト
ウエア
雄
?．????
そ蠅
鍬
不 明
牡
????
広告宣伝費を目標に
応して市議矩彗ねる
&13403投L4 2)0 Ⅸ)0 ″L4 Z乙9 lⅨ1 0 310
前年度の売上高に
■曝
a3 104 Q4 143 80 ま10 167 93 103
…
赫
に■定比率を
83 219あ_4 143210 150ZL 8 98 1■0
前年度の利益に
■赳ロニを
42 143 2t3
権 の見曳
"2畠
に
■定比率を
42 60 143 40 59 56 47 40
前脚 広告宣伝費
実績に■定比率を
21038.8&L42163と0 410Z≧2 ヨ10 3151∝10 &ヽ3
競争会社の広告宣伝
費支出状態を考え
42 4191201■6 50 47 57
その時 の々状態に応
して鰤
弘 2 4133と8 817駁10 Z143)0駁19 a16 lα)0 413
会社にとって支出
可能な限りlLj
60 47 40 56 ■0 40
そ  の  他 42 59 60 143
不 明 31
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Business―to一Business広告の現状と将来、当面の重要問題点
〔質問27〕貴社の94年度の国内における産業広告宣伝費について項目別比率をお知らせください。
空欄に%(0～100の数字)でご記入ください。なお、ここでは貴社が産業広告宣伝
費としているものすべてを含みます。
No 項 目 内   容 %
印刷責
カタログ・パンフレット・チラシ・DM
`MEg目
内・卸 ,イfill夕lF1lF
購
電波責 ラジオ・テレビ
躯 韻 ネオン広告・電飾看板・店頭匿板等
靡 辱う會上昇奎1ず多識 スラフ命等
イベント費 文化催事・スポーツ催事等
制作費 デザイン・写真・版下制作
その他 贅男ιり多空:筆乙辮瑠嚇グレティ
合  言十 婢 1賜金額 約 自力円
No 項 目 軸          (JJLttF)
1 EInllH 距 12%
2 掲載費 2816%
3 電波費 4∞%
4 離 韻 1螂%
5 朦 la%
6 イベント費 141%
7 聯 76%
8 そ蠅 5田%
合 + lC(IC〔
"ン
6
B―to―B広告媒体
―利用媒体と媒体選択の場所とその基準について一
〔質問31〕貴社は、産業広告媒体として国内ではどの媒体を使っていますか。使っている媒体に○印
〔MA〕、そのうち最も重点を置いている媒体一つに◎印 〔SA〕をつけてください。
1.一般紙   2.経済紙     3.工業紙    4.業界紙
5.一般雑誌  6.経済 。経営雑誌 7.技術雑誌   8.業界誌
9.情報誌   10.ラジオ     H.テレビ    12.屋外広告
13.交通広告  14.POP広告 (ポスター等)  15.映画・ビデオ・スライド
16.カタログ  17.DM  18.オリコミ。チラシ広告  19.展示会・見本市
20.イベント  21.その他 (                  )
〔質問32〕貴社では、産業広告の媒体選択はどこで行いますか。 〔SA〕
1.自社独自で選択  2.広告会社にすべて依頼  3.自社と広告会社が共同で検討
〔質問33〕貴社では産業広告媒体の選択基準の重点を次のどれに置いていますか。いくつでも○印
〔MA〕、最重点のもの一つだけに◎印 〔SA〕をつけてください。
::羹薯千驚島慢霧叢確馨ゝ嘉簿、年齢、社内での地位、専門分野といった質的な特性
3.媒体の信頼性
4.媒体の地域的な特性
5.媒体そのものの内容、編集方針等
6.広告の到達率 (広告カバレッジ)
7.媒体のもつ広告基盤 (広告基盤の質及び量)8.ABC公査への加入の有無
9.媒体料金
10.媒体のサービス能力 (調査能力、記事掲載、資料提供等)
H.資料請求 。その他の問い合わせ量
12.その他 (                     )
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各業種は各種産業広告媒体・手段をどの程度利用 しているのであろうか。全体としては
利用率は下記の通り。
1位 業界紙     71.5%    6位 技術雑誌   44.2%2位 カタログ    67.5%    7位 経済紙    38.7%
3位 工業紙     66.0%    8位 DM     32.2%
4位 業界誌     65.4%    9位 情報誌     22.8%
5位 見本市・展示会 60.5%    10位一般紙     20.9%
(以下 省略)
業種別の実績については表20を参照のこと。業種の事情により各媒体・販促ツールの利
用率には差がある点に注意。
く写長20〉
使用媒体 (MA)
産業広告媒体の選択は自社独自か、広告会社、両者協同かについては次の通り。自社独
自が58.0%、広告会社依頼 2.9%、両者協同34.6%である。広告会社のB―to―B広告のサー
ビス経験、必要スタッフ、この面の調査 。分析力などがより増大・強力化するにつれて広
告会社への依頼度は次第に高まるようになるにしても、この現状は急激に変化することも
ないだろう (表21)。
業 種
????
????
????
????
????
イ辟・
Z]由・
24■
離 ・
艦
「
売 ・
/1畔
rlL
ソフト
ウエア
雄
サービ
ス業
281■
そ悧
雌
不 明
牡
計
3821■
般 紙 al la 8 1■8 2101■9 210Z12100016&L03)0219
経 済 紙 242&10425210認 1 3L5Iヽ3 &10429駁〕6 談17
エ 業 紙 727&1071.26≧5 αL 3 α≧5 219ヨ)0 3)36L2lα1 0 α,0
業 界 紙 ヽ、7 αヽ 3 740訛 5 8)391.7α10 α10 429石L4 lα1 0 71.5
般 雑 誌 a3 &2 12.510.71251■8 2)0210la 9gλ 0 128
経 済 。経 営 雑 誌 121 &1 96 125 a6 100210245 11.8
技 術 雑 誌 31423 α19 駅ヽ 0 贋16 2102193101■9 Ⅸ)2 lα1 0 空L2
業 界 誌 夕L5 α15 π≧6 lα1 0 71.4α15 7■1 g10駁17 α10 Ⅸ10 α14
情 報 誌 la 2la 8412125216 a3 ■4 210 1■9 151ヨ10 Z18
フ ジ オ 152 70 11.0125lQ 7 148 143 94 94
レ ビ 21.2'31 32 210143210148 21.4Z≧6 141
屋 外 広 15219821.9210 36 125 1432)8 162
交 通 広 313 ■0 la 7125 36 83 50 lQ 7 94 102
P O P 広 告 61 lQ 5 la 210451■9 11.1 150 ■ 1 五 1 123
映画・ビデオ・スライド 12121721.91251■9 &3 148100 111 1■0
カ タ ロ グ a168)271.2710aL 3α15 α10 α)0 4195L7ま】0 6L5
D M 21.2217a183L5419125444710429&)2 &≧2
オリコミ・チラシ広告 al 23 41 125 &6 ■ 1 a9
展 示 会・ 見 本 市 夕L5 ヽ_3 713G≧5 eL 3黎L2 3)3α10 1■9 414lα)0 α15
イ ベ ン ト 91 128 1■8 12521.4 &3 ■4 310143Z≧6 157
そ の 他 30 12.5 &3 50 a6 21
不 明 27 37 21.4 38 29
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Business―to―Business広告の現状と将来、当面の重要問題点
〔質問32〕貴社では、産業広告の媒体選択はどこで行いますか。 〔SA〕
1.自社独自で選択
2.広告会社にすべて依頼
3.自社と広告会社が協同で検討
く表21〉 鮮位 ‰
ところで産業広告主の広告媒体選択基準は現在どうなっているのか。全体的なまとめは
表23となる。
〈壕更22〉
最も重点をおいている媒体 〔SA〕 鮮 位 %)
業 種
留た円
。
メト傷た。
鋸
雛
翻 ・
猥
861■
????
????
????
化 肖|・
Z]由・
241■
離 ・
続 ・
71囃
雄
ソフト
ウエア
2yl■
サービ
ス業
281■
そ悧
雌
不 明
21■
計
3821■
自社独自で選択 α17 駅)0 G≧5 419駅〉0 Ⅸヽ 7 2104九5 α)8 lC0 0580
広告会社に依頼 30 &2 42 29
自社と広告会社が
胴 欄
A、3 &17阻 1 3L5駁15 5_82)675 0 214 &L6
不 明 30 35 27 36 210 38 45
業 種
傷 た 鋼 ・
メFttk・
鋸
蹴
鋼 ・
猥
8●■
?
?
?
?
?
?
?
?
????
????
イヒ′宇圭・
Z]強・
24■
離 ・
缶院 ・
/1畔
雄
ソフト
ウエア
2囃
サービ
ス業
淋
そOIL
51社
不 明
21■
計
371社
般 紙 35 36 45 20
経 済 紙 30 136 1■6 生 3
工 業 紙 151 la 7 38 ユ 0 20 97
業 界 紙 91 42 42 38 45
137 46
般 雑 誌
経 済 。経 営 雑 誌
技 術 雑 誌 30 2t8 38 150 45 20
業 界 誌 91 35 99 125 410 45 59
97
情 報 誌 28
ジ オ
ビレ 125 42 91 59 27
屋 外 広 告
交 通 広
?? Q3
P o P広告
映画・ビデオ・スライド
カ タ ロ グ 121216219ヨ)0 143 al 50
196
D M 30 38 91
オリコミ・チラシ広告
展 示 会・ 見 本 市 al 99 107 42 30
20 ■ 0
イ ン トベ
他そ の 42
45 Q8
不 明 ZL 336 250優17 BL 0
25.0417293lα1 0 317
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最重点媒体としては、全体で工業紙 9.7%、業界誌 9.7%、カタログ19。1%、展示会 0
見本市7.0%が目立つ。また重点度は業種によっても若干異る点に注目 (表23)。広告媒
体の選択となると、広告会社の効果的・効率的利用、広告主一広告会社関係の確立が要請
される。産業広告主は媒体選択をどこで行っているのだろうか。
〈豪隻23〉
選択基準 〔MA〕 鮮位
"
業 種
????
奉鵠 ″費・
線
80■
?
?
?
?
?
?
?
?
????
????
化「妻生・
7]由・
241L
籠 属 趾
。
r「寿 ・
/1澤
猪
ソフト
ウエア
201
サービ
ス業
281■
そ咄
SIL
不 明
牡
計
3821■
発行部数・視聴者数 α17 4■7 57.5■10 33 3″L4 ■10 429m9 lα)0 ヌL2
読者、視聴者の所得、
年令など質的な特性
442 ヨ10 晨14 覧 2 4Q771041952.8駁)0 4■4
媒 体 の 信 頼 性 晏15 5L0ヨゝ 2 G≧5 記 1 駁ゝ 3 556
".0
a16α14 500ЫL 4
媒体の地域的な特性 al 147123125 36 148 50 lQ 7151
媒体の内容、編集方針 &14&L94■9 62.5願16 210 4)0認 1 41 ま)0 421
広 告 の 到 達 率 91 186Z.4
“
L5 210 &3 219優10 210la 2 2)7
媒体の持つ広告基盤 &132L4″18
"0
21033 4Q72)0143218ま)0 20
ABC公査への加入
嗽
30 47 123125 16.7148 50 210 38 思)0 &9
媒 体 料 金 摂〉4 駅18 駁15 710429乳 2 α17 410認 1 421lα)0 514
媒体のサービス能力 &14&≧6 儀 2 α15 3132104Q7=0 21.4a3 510
邑 3
資料請求 。その他の
問い合わせ量
優13
“
0 4■9 駁10 駁17 29 2340■10 39.3よヽ 2 ヨ10 315
そ の 他 210 ■ 1 50 lQ 7 29
不 明 47 41 125 ■ 4 a8 52
選択基準に広告媒体社、広告会社サービスの量・質が現状どうなっているかに関心が注
がれるところ。広告媒体社の媒体価値裏付け作業・調査・サービスが一段と要求されるこ
とになるのではあるまいか。この努力は媒体社に限られることもないが…。
広告会社の産業広告サービス
開発・改良化のポイント
広告主は広告会社のサービスをどう評価しているのか。普通が65.1%、満足15.8%、不
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Business―t。一Business広告の現状と将来、当面の重要問題点
満15.1%である。広告主側の産業広告経験、管理能力の強まりにつれ、エージェンシィヘ
の要望もより上回ることは必然。第 6次の調査では、大体満足24.4%、普通54.5%、やや
不満17.2%、非常に不満3.8%であった。エージェンシィサービスが維持されているにし
ても、広告主の要求は社内・外、競争事情の変化に対応 じ一層高度化 。高質化・複雑化し
てこよう。
〔質問38〕貴社は、現在の広告会社のサービスに満足していますか。
1.非常に満足2.満足3.普通4.不満5.非常に不満
広告主の広告会社選択基準は次のようになってぃる。
1位 広告表現能力      6位パプリシティ活動
i[ :孝;賞I多企画能力  :: 置場量曇訪蔑力
5位 媒体分析能力      lo位 すぐれた人材提供
お  、
各業種別のエージェンシィ選択基準については表25を参照のこと。広告会社はこれらの
広告主側の要求に対応したサービスの開発・改良化が求められようが、ェージェンシィの
トップマネジメントの手腕にこれは係っている。エージェンシィの経営者の役割・責任が
より強まり高まっているといえる。
鮮 位
業 種
????
????
????
????
????
化 肖声・
Z]強・
1牡
????
ソフト
ウエア
2囃
?．????
????
?
?
?
?
? ????
非 常 に 満 足 la 7 50 67 26
満 足 167la 6210167 ao lQ 5lQ 51502)01■9 158
?? 通 ml α16 駁15
“
6 720α12 684■ 0 駅19
“
1 lC0 0に 1
不 満 42 125 2)0213 60 a7 154 1,1
非 常 に 不 満 50 67 Q7
不 明 47
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〔質問39〕広告会社を選ぶ基準は次のいずれでしょうか。主要なものをいくつでもあげてくださ
い。 〔MA〕
1.キャンペーン企画能力がすぐれている
2.媒体確保能力がすぐれている
3.媒体分析能力がすぐれている
4.金融負担能力がある
5.広告表現 (能力)力くすぐれている
6。 連絡能力がすぐれている
7.市場調査能力がすぐれている
8.すぐれた人材を提供してくれる
9.支社・営業所の数が多い
::1哭霧行す寧ツ磨獣班基糧島にやってくれる
12.情報提供能力がすぐれている
13.海外向けの広告に力がある
14.その他 (      )
くり員25〉
〔後記〕
調査結果の一部を、ここでは紙幅の都合でその説明を割愛した。詳細については、月ヽ林
太二郎監修・執筆「産業広告主の広告活動実態調査報告書 (1995年6月～7月)」、72頁構
成、平成8年1月17日、社団法人日本産業広告協会発行を参照のこと。
鮮 位 %)
業 種
留定鋼 ・
りに留夫・
鋸
雛
″箋力貪・
韻
80■
????
????
????
化/書圭・
Zう由 ・
241
雇諄たL・
r,売・
71殻
雄
ソフト
ウエア
2●■
サービ
ス業
23tL
その他
鍬
不 明
牡
計
382u
キャンペーン企画能力 2L2 Ⅸヽ 2 4ヽ6 21021 33 32)6410210ま18 lα)0 3L3
媒 体 確 保 能 力 242g17415710&17210″L4 α10 ま17 3L7ヨ)0 &10
媒 体 分 析 能 力 2L21&6418ま10 3)0313185410210Z≧6 lα1 0 Ⅸ16
金 融 負 担 能 力 30 47 125 42 ■4 150 al
広 告 表 現 能 力 3)44■7 α18 510α)7 駁13 駁16 α10 駁17 α≧3 駅10 夕L7
連 絡 力 1522)93L2210 125185Ⅸ10 1431■0
市 場 調 査 能 力 2L2213213ヨ10 3132102192)0a162L5lα)0 212
すぐれた人材を提供 121 151247ヨ)0 210210Z122101■9 1■0 日10 以14
刻 土・ 響 勧 α 助 移 い 27 3L5
販 売 促 進 を 助 成 91 213距 6 210認 1 125185210 1■9 Z18 213
パプリシティ活動を
調 に
12.1 163 α≧5 313125gヽ3 4)0 3)2 ZL 7
情 報 提 供 能 力 4244175)7gL5643まヽ 3 4)7510憲ヽ 4 316ヨ10 418
海外向け広告にカ 96 2,0 ■ l 29
そ の 他 91 58 125 148 50 42
不 明 198 27 125 ■ 1 167135 30 313161 152
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